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概要 

LB11620T は、三相ブラシレスモータに適したダイレクト PWM 駆動のプリドライバ IC である。 

出力にディスクリート Tr 等を付けることにより、希望の出力能力(電圧、電流)を持ったモータ駆

動回路を構成できる。また、小型パッケージのため、小型モータへの実装にも適している。 

 

特長 

・三相バイポーラ駆動 

・ダイレクト PWM 駆動(制御電圧または PWM デューティパルス入力) 

・正逆転切り換え回路内蔵 

・各種保護回路内蔵(電流制限、低電圧保護、自動復帰型拘束保護) 

・ホール信号パルス出力が選択可能 

 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VCC max VCC 端子 18 V 

出力電流 IO max UL,VL,WL,UH,VH,WH 端子 30 mA 

許容消費電力 PD max 実装基板※ 0.8 W 

動作周囲温度 Topr  －20～＋100 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

※実装基板:114.3mm×76.1mm×1.6mm,ガラスエポキシ基板 

 

 

 

 

 

 

 

 

モノリシックデジタル集積回路 
ブラシレスモータドライバ 

注文コード No.NA0662A 

データシート No.NA0662 をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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許容動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit

電源電圧範囲1-1 VCC1-1 VCC端子 8～17 V 

電源電圧範囲1-2 VCC1-2 VCC端子,VCC-VREGショート時 4.5～5.5 V 

出力電流 IO UL,VL,WL,UH,VH,WH端子 25 mA 

5V定電圧出力電流 IREG  －30 mA 

HP端子印加電圧 VHP  0～17 V 

HP端子出力電流 IHP  0～15 mA 

RD端子印加電圧 VRD  0～17 V 

RD端子出力電流 IRD  0～15 mA 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=12V 

項目 記号 条件 min typ max unit

電源電流1 ICC1  12 16 mA 

5V定電圧出力(VREG端子) 

出力電圧 VREG  4.7 5.0 5.3 V 

電圧変動 ΔVREG1 VCC=8～17V 40 100 mV 

負荷変動 ΔVREG2 IO=－5～－20mA 10 30 mV 

温度係数 ΔVREG3 設計目標値 0  mV/℃

低電圧保護回路(VREG端子) 

動作電圧 VSDL  3.5 3.7 3.9 V 

解除電圧 VSDH  3.95 4.15 4.35 V 

ヒステリシス幅 ΔVSD  0.3 0.45 0.6 V 

出力部 

出力電圧1-1 VOUT1-1 ｢L｣レベル,IO=400μA 0.2 0.5 V 

出力電圧1-2 VOUT1-2 ｢L｣レベル,IO=10mA 0.9 1.2 V 

出力電圧2 VOUT2 ｢H｣レベル,IO=－20mA VCC－1.1 VCC－0.9  V 

出力リーク電流 IOleak   10 μA 

ホールアンプ部 

入力バイアス電流 IHB(HA)  －2 －0.5  μA 

同相入力電圧範囲1 VICM1 ホール素子使用時 0.5  VCC－2.0 V 

同相入力電圧範囲2 VICM2 入力片側バイアス時 

(ホールIC応用) 

0  VCC V 

ホール入力感度   80   mVp-p

ヒステリシス幅 ΔVIN(HA)  15 24 40 mV 

入力電圧L→H VSLH(HA)  5 12 20 mV 

入力電圧H→L VSHL(HA)  －20 －12 －5 mV 

PWM発振器(PWM端子) 

出力Hレベル電圧 VOH(PWM)  2.75 3.0 3.25 V 

出力Lレベル電圧 VOL(PWM)  1.2 1.35 1.5 V 

外付けC充電電流 ICHG VPWM=2.1V －120 －90 －65 μA 

発振周波数 f(PWM) C=2000pF 22  kHz 

振幅 V(PWM)  1.4 1.6 1.9 Vp-p

次ページへ続く｡ 
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前ページより続く｡ 

項目 記号 条件 min typ max unit 

EI+端子 

入力バイアス電流 IB(CTL)  －1  1 μA 

同相入力電圧範囲 VICM  0  VREG－1.7 V 

入力電圧1 VCTL1 出力デューティ100％ 3.0  V 

入力電圧2 VCTL2 出力デューティ0％ 1.35  V 

入力電圧1L VCTL1L 設計目標値※, 

VREG=4.7V時,100% 

2.82  V 

入力電圧2L VCTL2L 設計目標値※,VREG=4.7V時,0% 1.29  V 

入力電圧1H VCTL1H 設計目標値※, 

VREG=5.3V時,100% 

3.18  V 

入力電圧2H VCTL2H 設計目標値※,VREG=5.3V時,0% 1.44  V 

HP端子 

出力飽和電圧 VHPL IO=10mA 0.2 0.5 V 

出力リーク電流 IHPleak VO=18V  10 μA 

CSD発振器(CSD端子) 

出力Hレベル電圧 VOH(CSD)  2.7 3.0 3.3 V 

出力Lレベル電圧 VOL(CSD)  0.7 1.0 1.3 V 

外付けC充電電流 ICHG1 VCSD=2V －3.15 －2.5 －1.85 μA 

外付けC放電電流 ICHG2 VCSD=2V 0.1 0.14 0.18 μA 

充放電電流比 RCSD 充電電流/放電電流 15 18 21 倍 

RD端子 

出力Lレベル電圧 VRDL IO=10mA 0.2 0.5 V 

出力リーク電流 IL(RD) VO=18V  10 μA 

電流制限回路(RF端子) 

リミッタ電圧 VRF RF-GND 0.225 0.25 0.275 V 

PWMIN端子 

入力周波数 f(PI)   50 kHz 

Hレベル入力電圧 VIH(PI)  2.0  VREG V 

Lレベル入力電圧 VIL(PI)  0  1.0 V 

入力オープン電圧 VIO(PI)  VREG－0.5  VREG V 

ヒステリシス幅 VIS(PI)  0.2 0.25 0.4 V 

Hレベル入力電流 IIH(PI) VPWMIN=VREG －10 0 10 μA 

Lレベル入力電流 IIL(PI) VPWMIN=0V －130 －90  μA 

F/R端子 

Hレベル入力電圧 VIH(FR)  2.0  VREG V 

Lレベル入力電圧 VIL(FR)  0  1.0 V 

入力オープン電圧 VIO(FR)  VREG－0.5  VREG V 

ヒステリシス幅 VIS(FR)  0.2 0.25 0.4 V 

Hレベル入力電流 IIH(FR) VF/R=VREG －10 0 10 μA 

Lレベル入力電流 IIL(FR) VF/R=0V －130 －90  μA 

次ページへ続く｡ 
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前ページより続く｡ 

項目 記号 条件 min typ max unit 

N1端子 

Hレベル入力電圧 VIH(N1)  2.0  VREG V 

Lレベル入力電圧 VIL(N1)  0  1.0 V 

入力オープン電圧 VIO(N1)  VREG－0.5  VREG V 

Hレベル入力電流 IIH(N1) VN1=VREG －10 0 10 μA 

Lレベル入力電流 IIL(N1) VN1=0V －130 －100  μA 

 
 
外形図 

unit:mm (typ) 

3260A 

 
 

 

ピン配置図 
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LB11620T
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SANYO : TSSOP24(225mil)
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・3 相ロジック真理値表(IN=｢H｣ とは、IN+＞IN-の状態を示す) 

 F/R=｢L｣ F/R=｢H｣ 出力 

 IN1 IN2 IN3 IN1 IN2 IN3 PWM － 

1 H L H L H L VH UL 

2 H L L L H H WH UL 

3 H H L L L H WH VL 

4 L H L H L H UH VL 

5 L H H H L L UH WL 

6 L L H H H L VH WL 

・PWMIN 端子 

入力状態 状態 

H またはオープン 出力オフ 

L 出力オン 

PWMIN 端子を使用しない場合は、入力を”L”レベル電圧とすること。 

・N1 端子 

入力状態 HP 出力 

H またはオープン 3 ホール合成 

L 1 ホール 

 

端子機能 

端子 

番号 
端子名 端子説明 

1 GND 接地端子。 

2 RF 出力電流検出端子。電流検出抵抗(Rf)の電圧をRF端子でセンシングして検出する。 

出力最大電流IOUT=0.25/Rfで設定する。 

7 

5 

3 

UH 

VH 

WH 

出力端子(PWM出力)。 

プッシュプル出力。 

8 

6 

4 

UL 

VL 

WL 

出力端子。 

プッシュプル出力。 

10,9 

12,11 

14,13 

IN1+,IN1- 

IN2+,IN2- 

IN3+,IN3- 

各相からのホール入力端子。 

ロジックの｢H｣とは IN+＞IN- を示す。 

ホールICによる入力の場合は、＋,－どちらかをバイアスすることにより、同相入力範囲

が広がる。 

15 PWM PWM発振周波数設定端子兼初期リセットパルス設定端子。GND間にコンデンサを接続する。

16 RD 拘束保護検知出力端子。回転時にオン、拘束保護動作時にオフする。オープンコレクタ出力。

17 CSD モータ拘束保護回路の動作時間設定端子。 

GND間にコンデンサを接続する。保護回路を使用しない場合は、GNDに接続する。 

18 PWMIN PWMパルス入力端子。｢L｣で出力駆動状態，｢H｣またはオープンで出力オフ。この端子で制

御を行う場合は、TOC端子電圧が100%デューティとなるCTLアンプ入力とすること。 

19 F/R 正逆転入力端子。 

20 HP ホール信号出力端子(オープンコレクタ出力)。1ホール出力または3ホール合成。 

21 N1 ホール信号出力(HP出力)の選択端子。 

22 EI+ CTLアンプ入力＋端子。この端子で制御を行なう場合は、PWMIN端子をLレベルとすること。

23 VREG 5Vレギュレータ出力端子(制御回路電源、および低電圧保護回路内蔵)。 

安定化のため、GND間にコンデンサを接続する。 

24 VCC 電源端子。ノイズ等が入らないようにGND間にコンデンサを接続する。 
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ホール入力－出力タイミングチャート 
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ブロック図および応用回路例1 

BIP Tr駆動(上側PWM),5V電源時 
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応用回路例2 

MOS Tr駆動(下側PWM),12V単一電源時 
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応用回路例3 

MOS Tr駆動(下側PWM) 

VCC=12V,VM=24V電源時 
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応用回路例4 

MOS Tr駆動(下側PWM) 

24V単一電源時 

 

G
N

D

V
C

C

R
F

W
H

V
H

U
H

U
L

V
R

E
G

V
C

C

V
L

W
L

+-

IN
3+

V
R

E
G H

P

E
I+

P
W

M

P
W

M
IN

+

V
M

(2
4V

)
+

P
W

M
O

S
C

P
W

M
IN

P
R

I
D

R
IV

E
R

C
U

R
R

LI
M

C
O

N
TR

O
L

LO
G

IC

V
R

E
G

LV
S

D

C
O

M
P

C
S

D
O

S
C

R
D

F/
R

N
1

H
P

LO
G

IC
H

A
LL

 L
O

G
IC

H
A

LL
H

Y
S

 A
M

P

IN
2+

IN
1+

IN
1

F/
R

IN
3-

IN
2-

IN
1-

V
R

E
G

R
D

C
S

D

 
 



LB11620T 

 No.A0662-11/13 

LB11620T の説明 

 

1.出力駆動回路 

本ICは、出力での電力損失(パワーロス)を少なくするために、ダイレクトPWM駆動方式を採用してい

る。出力Trは、オン時は常に飽和しており、出力のオンデューティを変化させることにより、モー

タの駆動力を調整する。出力のPWMスイッチングは、UH,VH,WH出力側で行っている。UL～WL,UH～WH

出力は、同一出力形態となっているため、外付け出力Trの接続方法により、下側PWM，上側PWMのい

ずれかの応用を選択できる。非PWM側の出力に接続されるダイオードは、逆回復時間が問題となるた

め、選択には注意が必要である（逆回復時間の短いダイオードを使用しないと、PWM側Ｔｒがオンす

る瞬間にスルー電流が流れるため）。 

 

2.電流制限回路 

電流制限回路は、I=VRF/Rf(VREF=0.25V(typ),Rf:電流検出抵抗)で決まる電流で制限(ピーク電流を制

限)する。制限動作としては、出力のオンデューティが小さくなり、電流を抑える。 

電流制限回路は、PWM動作による出力ダイオードの逆回復電流を

検出して電流制限動作が誤動作しないようにするため、フィル

タ回路が内蔵されている。通常の応用では、内部フィルタ回路

で問題ないと思われるが、仮に誤動作する場合(ダイオードの逆

回復電流が1μs以上流れる場合)は、外付けによるフィルタ回路
(R,Cローパスフィルタ等)を付加すること。 

 

3.PWM周波数に関して 

PWM周波数はPWM端子に接続するコンデンサ容量C(F)により決まる。 

     fPWM≒1/(22500×C） 

2000pFのコンデンサを付けると約22kHzの発振となる。PWM周波数は、低すぎるとスイッチング音が

モータから聞こえ、高すぎると出力でのパワーロスが増加するため、15k～50kHzで使用すること。

出力ノイズなどの影響を受けにくいように、コンデンサのGNDは、できるだけICのGNDピン近傍に配

線すること。 

 

4.制御方法 

出力のデューティは、次のいずれかの方法で制御することができる。 

・EI+端子電圧とPWM発振波形の比較による制御 

EI+端子電圧とPWM発振波形の比較結果により、下側出力トランジスタのデューティが決まる。 

EI+端子電圧が1.35V(typ)以下で0%となり、3.0V(Typ)以上で100%デューティとなる。 

EI+端子電圧による制御を行う場合は、PWMIN端子電圧を”L”レベル入力あるいはGNDに接続するこ

と。 

・PWMＩＮ端子によるパルス制御 

PWMIN端子にパルスを入力し、そのデューティに基づき出力を制御することができる。PWM端子

に”L”レベル入力電圧が印加されたとき出力はオンし、”H”レ

ベル入力電圧が印加されたとき出力はオフする。PWMIN端子がオ

ープンとなると、”H”レベルとなり出力はオフする。反転した

論理で入力する必要がある場合は、外付けTr(NPN)の付加により

対応可能となる。 

PWMIN端子による制御を行う場合は、EI+端子を5VREGに接続する

こと。 

なお、PWM発振は内部回路のCLKとしても使用しているため、PWMINによる制御を行なう場合でも、

PWM端子にはコンデンサ(2000pF)を接続すること。 

 



LB11620T 

 No.A0662-12/13 

5.ホール入力信号 

ホール入力は、ヒステリシス幅(80mV max)以上の振幅の信号入力が必要である。ノイズや位相ずれ

等の影響を考えると、更に大きい振幅の入力が望ましい。 

ノイズにより出力波形(相切り替わり時)やHP出力(ホール信号出力)に乱れが生じる場合は、入力間

にコンデンサ等を入れて防止すること。拘束保護回路では、ホール入力を判断信号として利用して

いる。ある程度のノイズは無視するようになっているが、拘束保護回路を使用する場合は注意が必

要である。 

ホール入力信号が、3相とも同入力状態となると、出力は全オフ(UL,VL,WL,UH,VH,WH、全て”L”レベ

ル)となる。 

ホールIC出力を入力する場合は、入力の片側(＋,－いずれか)をホール素子使用時の同相入力範囲内

の電圧に固定することにより、別の片側入力は0～VCCまで入力することができる。 

  

6.低電圧保護回路 

低電圧保護回路は、5VREG端子電圧で検出し、その電圧が動作電圧以下(電気的特性 参照)となると

片側出力(UH,VH,WH)をオフする。保護動作電圧近辺で出力オン，オフを繰り返さないために、ヒス

テリシスを持っている。よって、動作電圧に対して0.5V(typ)電圧が上昇しないと出力は復帰しな

い。 

 

7.拘束保護回路 

モータ拘束時、CSD端子の外付けコンデンサは、約2.25μAの定電流による充電(約3.0Vまで)と、約
0.15μAの定電流による放電(約1.0Vまで)が繰り返され、CSD端子電圧は、ノコギリ波となる。拘束
保護回路は、このノコギリ波を基にして、駆動オン/オフの繰り返し動作を行なう(UH,VH,WH側をオ

ン/オフする)。CSD端子の外付けコンデンサが、約1.0Vから約3.0Vに充電されるまでの時間を駆動

オン、約3.0Vから約1.0Vに放電されるまでの時間を駆動オフとしており、駆動オン/オフを繰り返

すことにより、モータ拘束時のICおよびモータを保護する。 

  

駆動オン/オフの時間は、接続するコンデンサ容量C(μF)により決まる。 
    TCSD1(駆動オン)≒0.89×C (秒) 

    TCSD2(駆動オフ)≒13.3×C (秒) 

 

CSD端子に0.47μFのコンデンサを外付けした場合、約0.4秒の駆動オン、約6.3秒の駆動オフの繰り
返し動作となる。 

モータ回転中は、IC内部でホール入力を合成して作られる放電パルス(ホール入力1周期に1回発生)

により、CSD端子の外付けコンデンサが放電され、CSD端子電圧が上昇しなくなる為、拘束保護は動

作しない。 

モータ拘束時は、ホール入力の切り替わりがないため、放電パルスが発生しなくなり、CSD端子の

外付けコンデンサが約2.25μAの定電流によって約3.0Vまで充電されると、拘束保護が動作する。 
モータの拘束状態が解除されれば、拘束保護も解除される。 

拘束保護を使用しない場合は、CSD端子をGNDに接続する。 

 

8.正逆転動作 

回転状態で正逆転切り替えを行う場合、出力での貫通電流(切り替わり時の出力Trオフ遅延時間に

よる貫通)が流れないように対策している。しかし、回転中に切り替えると、モータコイル抵抗及

び切り替え時のモータ逆起電圧状態により、出力Trには電流制限値以上の電流が流れる。よって、

その電流で破壊することのない外付け出力Trを選択するか、モータ回転数がある程度下がった状態

で切り替えを行う等の考慮が必要である。 

 

9.各種電源対応 

本ICを外部から供給される5V電源(4.5V～5.5V)で動作させる場合は、VCC端子とVREG端子を短絡し

て電源と接続する。 

外部から供給される12V電源(8V～17V)で動作させる場合は、VCC端子に電源を接続する(VREG端子に

5Vが発生し、制御回路の電源となる)。
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10.電源安定化 

本ICは、スイッチングによる駆動方式であるため、電源ラインが振られやすい状態となる。したが

って、VCC端子－GND間には、安定化のために十分な容量のコンデンサを接続する必要がある。 

電源の逆接続による破壊防止の目的で、電源ラインにダイオードを挿入する場合、電源ラインが特

に振られやすくなるため、より大きな容量を選択する必要がある。 

電源をスイッチ等でオン/オフする場合、スイッチとコンデンサ間の距離が離れていると、ライン

のインダクタンスとコンデンサへの突入電流により電源電圧が大きく振られ、耐圧を越える場合が

ある。このような応用の場合は、コンデンサの直列インピーダンスが低いセラミックコンデンサ等

は使用せず、電解コンデンサ等を使用し、突入電流を抑え、電圧上昇を防ぐ必要がある。 

 
11.VREG安定化 

制御回路の電源であるVREG電圧を安定化するため、VREG－GND間に0.1μF以上のコンデンサを接続すること。 
また、そのコンデンサのGNDは、できるだけICのGNDピン近傍に配線すること。 
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